
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
の
上

に
抱
え
て
車
に
乗
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
ま
す
。
も
し
、
こ
の
と
き
事
故
が
起
き
た
ら
…
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
て
い
る
大
人
は
無
事
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
無
防
備
な
お
子
さ
ん
は
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
る
危

険
性

が
あ
り
ま
す
。

４
月
１
日

か
ら
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
六
歳
未

満
の
乳
幼
児
を
自
動
車
に
乗
せ
る
場
合
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
守

る
の
は
親
の
責
任
で
す

。
小

さ
な
お
子
さ
ん
を

車
に
同
乗
さ
せ

る
と
き
は
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

圖
安
全
課
　
3
6
6
・
7
3
4
1

お父さん､お母さん､ 子どもは無防備です。車に乗せる場合は必ずチ ャイルドシ ートを着用してく ださい

非
着
用
者
の
致
死
率
は

着
用
者
の
約
四
倍

転入・転出のときは手続きを

松
戸
市
安
全
都
市
協
議
会

で
は
、
昨
年
の
５
月

か
ら
当

協
議
会
が
指
定
す
る
業
者
か

ら
の
リ
ー
ス
利
用
者
に
リ
ー
ス
料
金

を

補
助

し
て

い

ま

す
。

こ
れ
は
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
普
及
と
着
用

す
る
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
お

、
４
月

か
ら

は

補

助
台

数
を
月

二
十

台

に

増

や
し
ま

す
。

対

象
…
市

内

在
住

の
乳
幼
児

の

い
る
家

庭
で

、
自
動

車
を

利
用

し
て

い
る
人

リ
ー

ス
期
間
・：
五

ヵ
月

以
内

チャイルドシート
リース料金を補助します

補
助

額
…
リ

ー
ス

料
金

の
半

額

補
助

台
薮
・
：
毎

月
二

十

台

（
応
募

者
多

数

の
場

合

は
抽
選

）

※
乳

児
用

（
Ｏ

力
月
～

五

ヵ
月

）
十
四

台
／

月

、
乳

幼
児
用

（
六

ヵ

月
～

四
歳

）
四

台

／

月

、
ジ
ュ

ニ

ア
用

百

歳

以
上

）
二

台

／

月

申

込
期
間
…

利
用

開
始

希

望
月

の
前
月

１
日
～
1
5

日

（
閉

庁
日

の
場

合

は
翌
日

）

乳
幼
児
用
チ

ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト

圉
直
接
松
戸
市
安
全
都
市
協

議
会
事
務
局
（
市
役
所
安
全

課
内
、
3
6
6・
7
3
4
1
）
へ

届け出名 松戸市から転出する場合 松戸市に転入し た場合 問い合わせ

住民登録

印鑑登録

あらかじめ転出前に手続きができます。

届け出人は、身分を確認するものを持

参してください。

市内に住み始めた日から14日以内

に手続きをしてください。届け出
人は、転出証明と身分を確認する

ものを持参してください。

市民課

Q366-ﾜ340

●転出日をもって自動的に松戸市での

登録が無＜なります。手続きは必要あ

りません。

●転出予定者が、予定日前日までに印
鑑証明書が必要な場合は、登録証（カ

ード）と転出証明書を添えて請求する

ことができます。

新 たに 、印鑑登録 の手 続きをし て

く ださ いo

本 人が登録する印 鑑を持 って窓口

で申請すると 、後 日、本人 へ照会

書を郵送し ま す。その中 の回答書

を持参することで登録で きます。

即日登録等についてはお問い合わせを。

加 入し てい る人

年 金手帳・本年度 の納入通 知書 の

領収書を持 参し てく ださい。

受 給し ている人

年 金証書 （国民年 金・厚生 年金 ）

を持参し てく ださい 。

市民課

S366-ﾜ340

国民年金 手続きは必要ありません。

国民健康保険証を持参してください。

保険料は力[]入していた月数に応じて精

算してください。

国民年金課

S366-7352

国民 健康

保険

新たに加入手続きをしてくださいo

すでに加入している世帯に転入す

る場合は、その国民健衡 呆険証を

持参してください。

健康保険証（国保または社保）を

持参し、新たに手続きをしてくだ

さい。

国民健康保険課

登366-ﾜ353

(保険課)

老人医療

医療受給者証を返却してください。

老人保健の加入者は、喪失翊を出して

ください。

ながいき課

U366-ﾜ342

(4呆険課)

児童手当

児童手当消滅届を蟶出し 、児童手当用

の所得証明書を各支所または市民税課

で取得してください。

児童手当認定誚求の手続きをして

ください。

援護課

Q366-ﾜ34ﾜ

(児童福祉課)

転校
通学中の学佼から在学証明書と教科書

給与証明書を受領してく ださい。

在学証明書と教科書給与証明書を

持参の上､ 手続きをしてください。

学務課

S366-ﾜ45ﾜ

原動機付自

転車(125cc

以下)

ナンバープレート・印鑑・標識交付証

明書を持参の上、廃車届を出し 、廃車

受付書を受領してください。

廃車受付書・印鑑を持参して手続

きをしてください。

税制課

登366-ﾜ321

介護保険
転出 し転入の際には手続きが必要な場合がぁりまず 詳細はぉ問い合わS366-ﾗｯｸJU

せください･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て介暹古稲羂恥

※市 内転 居の 場合も 手 続き が必要 で す。転 居し た日 から14 日以内 に 国民 健康 保険証 を持 参し 、

住所変更等の手続きを市民課・各支所で行ってください。

市
で
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
の
結
果
通
知
を
、
審
査
・
判
定
が

終
わ
り
次
第
順
次
郵
送
し
て
い
ま
す
。

在
宅
で

介
護
サ

ー
ビ

ス
を
利
用

す

る

に
は
介

護
サ

ー
ビ
ス

計
画

（
ケ
ア

プ
ラ

ン
）

の
作
成

が
必
要

に

な
り
ま

す

。結
果
通
知
に
同
封
し
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

一
覧
表

か
ら
、
事

業
者

を

選

ん
で

連
絡

を
取
り

、
ケ

ア

プ
ラ

ン

を
作
成
し
て
も
ら

っ
て

く
だ
さ

い
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
こ
の
事
業
者
に
所

属
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

が

、
本

人

や
家
族
と

相

談
し

て
作
り

ま
す

。

要介護認定から

在宅サービス開始まで

本
人
や
家
族
が
「
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
ど
れ
く
ら
い
利
用
し
た
い
」
と
い
う
意
向

を
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
伝

え
て

、
よ
り

よ

い
ケ

ア
プ
ラ

ン
を
作

っ
て

く
だ

さ

い
。

な
お
、

施
設
サ

ー
ビ
ス
を
希

望

さ

れ
る
人

は
、

ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作

成

す

る
必
要

は
あ
り
ま

せ

ん
。
サ

ー
ビ

ス

を
利

用

さ
れ
る
場

合

は
、
居
宅

介

護

支
援

事
業

者
を
通

じ
て

施
設

を
紹

介

し
て

も
ら

う
か

、
直

接
施
設

に
問

い

合

わ
せ
て

く

だ
さ

い
。

介
護

保
険
準
備

室
（
４
月

か
ら
介

護

支
援
課

）
3
6
6
・
7
3
7
0

ケアプランを作成します

▼
在
宅
サ
ー
ビ
ス居

宅
介
護
支
援
言
業
者

は

、
本
人
・
家
版

と

相
談

し
て

、
計
画

づ
く

り
を
し

ま

す
。

居
宅
介
護

支
援
事
業

者

が
サ

ー
ビ
ス

の
手
配

を
し

ま

す
。

４
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始

国
民
健
康
保
険
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
等

施
設
利
用
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る

満
四
十
五
歳
以
上

の
人
お
よ
び
身
障

者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
を

対

象
に

、
は
り

・
き

ゅ
う

・
あ
ん
摩

等

施
設
利

用
券

を
交
付

し
ま

す
。

※
利
用
券
は
市
が
指
定
し
た
施
術
所
　

で
利
用

で

き
ま
す

。

※
利
用
券
の
利
用

は
一
日

一
枚

で
す
。

交

付
棯

覃
：
年

間
二

十
四
枚

（
４

月

１
日
～
翌
年
３
月
3
1
日
分
）

※
利
用
券
の
申
請
は
年
間
一
人
一
回
。

交
付

枚
数

は
申

請
し

た
月

か
ら

数

え
て

月
二

枚
の
割

と
な

り
ま

す
。

交
付
甲
請
場
所
…
市
役
所
国
民
健
康

保
険
課

お
よ

び
各

支
所

持
ち
物
…
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証

（
退

職
被

保
険

者
証
）
・
印

鑑

※
印
鑑
が
な
い
場
合
は
発
行
で
き
ま

せ

ん
の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
係

（
４
月
か
ら
保
険
課
）
3
6
6
・
7
3
5
3

要
介
護
認
定
通
知
が
届
い
た
ら

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い

６歳未満の乳幼児
着用義務
4月１日施工

子
ど
も
の
命
を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

要

介

護

認

定

の
通

知

が
届

い
た

ら

ケ

ア

プ
ラ

ン

づ

く

り

要
支
援
、
要
介
護
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
通
知
が
届
い
た
ら

居
宅
介
護
支
援
業
者
に
申
し
込
み
ま
す
。

下記に該当する人は手続き( 届け出) が必要となります。

市
民
課
・
各
支
所
で
手
続
き
（
届
け
出
）
が
で
き
ま
す
（
原
動
機
付
自
転
車
の
手
続
き
は
税
制
課
・
各
支
所
へ
）
。

問い合わせ市民課　366-7340

※問い合わ せの （　）

は4 月以降 の担当課

六
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
乗
車
中
事
故
の
う
ち
、

チ

ャ
イ
ル

ド

シ
ー
ト
非

着
用

者
の
致
死

率
は

、

着
用

者

の
約
四

倍
、
重

傷
率

は
約
三
倍

に
も

な

り

ま
す

。

事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
た
と
き
の
衝
撃
は
決
し
て
小
さ
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
の
手
足
で
子
ど
も
を
支
え
ら
れ
る
交

通
事
故
の
衝
撃
は
時
速
七
キ
ロ
く
ら
い
が
限
度
で

す
。
も
し
、
時
速
四
〇
キ
ロ
で
衝
突
し
た
と
し
た

ら
、
衝
撃
は
体
重
一
〇
キ
ロ
の
子
ど
も
で
も
、
約

三
十
倍
の
三
〇
〇
キ
ロ
に
相
当
し
ま
す
。

小

さ
な
お
子

さ
ん

を
車
に
乗

せ

る
と
き

は
、

必

ず
チ
ャ
イ
ル

ド

シ
ー
ト

を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。



小金発
小金原発

小
金
わ
か
ば
苑
で

出
来
た
て
中
華
に
舌
つ
づ
み

熱
々
で
お
い
し
い
ね

明
る
く
朗
ら
か
、

好
か
れ
る
老
人
に

館
山
へ
元
気
に
研
修
旅
行
。
お
互
い
に

助
け
合
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す

3月1 日、知的 障害者通所更 正施設 「小 金

わか ば苑 」 を松戸 中華料理同 業者組合 の会

員が訪れました。同組合 は5年 前から市内の

福祉施設 に出張調理 を行っ てい ま す。会 員

15人 は、チ ャーハンや焼 きそばな ど中華 料

理100人分を3時間かけて調理。出来たての

※身近な情報をお寄せください。

料理が通苑者やボランティアの皆さんに振る舞われま

した。昼食会の後、マジックショーも行われ楽しいひ

とときを過ごしました。

「
家
庭
や
地
域
で
こ
ち
ら
か
ら
あ

い
さ
つ
の
言
葉
を
か
け
て
、
若
い
人

た
ち
の
手
本
に
な
り
ま
し

ょ
う

。
朗

ら
か
で
好
か
れ
る
老
人
で
い
た
い
で

す
ね
」
と
小
金
原
第
一
松
寿
会

の
会

長
・
四
元
勝
郎
（
よ
つ
も
と
か
つ
ろ

う
）
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
設
立
三
十
年
を
迎
え
、
体

力
づ
く
昨
才を
兼
ね
て
公
園
や
歩
道
の

清
掃
、
保
育
園
の
も
ち
つ
き
大
会
な

ど
地
域
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

小
金
原
地
域
に
は
十
二

の
老
人
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
市
内
全
域
で
は
二
百

二
十
三
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
の
高
齢
者
が

生
き
が
い
と
健
康
増
進

の
た
め
に
、

仲
間
同
士
互

い
に
支
え
合
い
自
主
的

な
組
織
と
し
て
、
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

馬橋発

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と

馬
橋
小
学
校
児
童
の
交
流

創
立
百

二
十

六
年

を
迎
え

る
馬

橋

小
学

校
に

は

、
親
子
四

代

に
わ
た

り

通

学

す

る
と

い
う
児

童

も

い
ま

す

。

し
か
し
、
最
近
は
核
家
族
の
児
童
も

増
え
、
な
か
な
か
お
年
寄
り
か
ら
話

を
聞
く
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

三
年
生
八
十
九
人
は
、
地
域
の

児童のクイズに答える皆さ ん

高
齢
者
等
四
十
五
人
と
２
月
2
9
日
交
流

会
を
行

い
ま
し
た
。

す
ご
ろ
く
・
ビ
ー
玉
な
ど
昔
の
遊

び
を
し
な
が
ら
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

足
は
痛
く
な
い
で
す
か
」
「
足
を
伸

ば
せ

ば
大
丈
夫
」
と
気
遣
う
姿
も
見

ら
れ
、
交
流
会
の
最
後
に
は
、
一
緒

に
給
食
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
和
や

か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

昔はアニメはなくて、自転車でやって来

る紙芝居が楽しみだったよ

ゆ
う

か
り

社

交

ダ

ン

ス

ク

ラ

ブ

毎

週
土

曜
日
午

後
７

時
～
９

時

会

場
馬
橋

市
民

セ
ン

タ

ー
　
対

象

多

少
踊

れ

る
人
　

費

用

月
三
千

円

（
入

会
金

千
円

）

圖

高

橋
　
3
4
3・
8
8
0
8

ア

ッ

プ
ル

英
語

ク
ラ

ブ

毎
週
金

曜
日

午
後
１

時
～

３
時

会

場
馬

橋
市
民

セ

ン
タ

ー
　

内

容
日

常

英
会

話

費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
千

円
）

福

岡
　
3
4
5・
0
9
2
0

グ

ル

ー
プ

樹

毎

週
水
曜
日

午

前
９
時
3
0
分

～
正

午

会
場
小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容

油

絵

・
水

彩

・

デ
ッ
サ

ン
等

費
用

月

三
千
円

（
入
会

金
二
千

円
）

圖

佐

藤
　
3
6
6・
1
9
1
0

小

金

ペ
ン

習

字

サ

ー
ク

ル

毎
月

第
二

・
四

火
曜
日

午
後

７
時

～

９

時

会

場
承
金

市

民
セ

ン
タ

ー

費
用

月
子

五
百

円
（
入
会

金
二
千

円
）

円

山
　
3
4
1・
4
4
1
4

子

育
て

サ

ー

ク

ル

ー
ペ
ン

ギ
ン

ラ

ン

ド

毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
午
前
1
0
時

～
午
後
１
時
　
会
場
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
　
対
象
二
～
五
歳
児
と
保
護
者

費

用
月

二
百

五
十

円
（
入

会
金

五
百

円
）高

野
　
3
4
3・
5
3
5
3

彩
美

会

（
大

正

琴

）

月
四
回
金
曜
日
、
午
前
９
時
3
0
分

～
午
後
0
時
1
5
分
会
場
講
師
宅
（
小

金
）
　
内
容
自
動
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ほ
か

費
用

月

四
千
円
（
入

会
金

な
し
）

※
初

心
者

・
高

齢
者
歓

迎

古
市
　
3
4
3・
1
2
9
6

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ー
・
ハ
モ
ト

モ

毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
内
福
祉

施
設
へ

慰
問

（
演
歌

を
除

ぐ

カ
ラ
オ

ケ
コ

ン
サ

ー・
卜
）
　

費

用

月

千

五
百
円

（
入

会
金

な
し
）

圜

石

橋

登
3
6
6・
4
3
6
9

４
月
1
6
日
㈲
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園

※
品
物
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

圖
喜
楽
家
　
3
4
4
・
9
9
5
1
（
月
曜

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

月
影

会

（
日

本

画

）

千葉大学園芸学部学生による公開研究

発表会

ＥＭボカシと春野菜作り講習会

労災職業病なんでも相談会

ベイエリア矯正展・メッセ2000

不登校の「子どもの居場所」をつくる

ためのチャリティーコンサート

「親から子への手紙」作品募集

小金オープン スクール

時

白井聖地公園行き

時

五香駅行き

五香駅

西口発

六高台

病院

六実駅
入口

聖地公

園発
９ 00 05 10 ９

０
１

２
３
４

５

10 40

20

∠10

25

45

30

50

１

２
３
４

00

15 20

白
井
聖
地
公
園
彼
岸
臨
時
バ
ス
時
刻
表

白井聖地公園彼岸臨時バスが運行します

講 座 名 日 時 講師・コメンテーター 費用

地球にやさしく生きよう

一水を汚さない暮らし

3/25 ①

午前10時～正午

環境グループ 花水木・佐藤祐子氏　ｉ

竹中真里子氏

豆の科学―豆腐づ＜リ

(対象小学生以上) 25(土)

午後1時30分～30930 分

26(日)

午前10時～正午

－－
小金高校教諭・田中晃司氏　　　　　 皐

オープンスクールの5年間

－これまでとこれから
筑波大学教授・今橋盛勝氏　　　　　 烏

拉

はじめての手話 座間幸子氏　　　　　　　　　　　　　告

アジアの人と交流しよう

－12 億の民の国・中国

」
丁義 忠氏　　　　　　　　　　　　　　 昌

Ｘノ
もつと知りたい現代史

－アジアの中の日本

26(日)

午後1時30分～3 時30分
朝日新聞政治部記者・佐々木芳隆氏 ，

会場県立小金高等学校（新松戸北2の14の1）

圃当日会場で（事前の申し込み不要）

圜県立小金高校内オープンスクールS341- ∠囗55

小
金
原
第
一
松
寿
会

４月22日出・23日(日)午前10時～午後4時

(22日は5時まで) 会場幕張メッセイベント

ホール　内容刑務所・少年院・少年鑑別所

のビデオ・パネル紹介ほか　費用入場無料

固千葉刑務所作業部門容043-232-6079 、

市原刑務所企画部門Q0436-36-6001

３月18日出・19日(日)・20日冊 運行区間新京

成五香駅西口～白井聖地公園( 片道約40分)

停留所五香駅西口・六高台病院・六実駅入口・

白井聖地公園　運賃片道大人600円、子供300円

(全区間同一料金)

※五香駅～六実駅間だけの乗車はできません。

譖緑地管理課白井聖地公園係S366-7379

①3月25日出②４月22日出各午後1時～4

時 会場①船橋市中央公民館②千葉中央コ

ミュニティーセンター　対応者弁護士・社

会保険労務士・ソーシャルワーカーほか

費用無料

圃当日会場で

固千葉中央法律事務所登043-225-4567

3月20日（祝）午後1時から　会場千葉大学園

芸学部 Ｅ棟2 階合同講 義室　内容 開 かれた

大学、地域社会と大学 との連携 を目指した

公開研究発表会。「人 と自然 と新しい園芸」

をテ ーマに18 題発表　定 員当 日先着200 人

費用無料

固 千 葉大学 園芸学 部教務係0308 ―8712

3月26日（日）午後1時～4時　会場明市民セ

ンター駐車場　内容①たい肥として利用価

値の高い生ごみを「ＥＭボカシ」で土作り

②無農薬での春野菜作り　講師①第二松里

福 祉 作 業 所 所 長 ・染 井 猛 氏 ② 松 戸 市 無 農 薬

栽 培 研 究会 会長 ・ 高 橋 巳 一 郎 氏　 定 員 先 着30

人　 費用300円（教材費）

ち ばE  M/  H ( パ イ） セ ン タ ー ・村 上11330

―8182

テ ー マ 子 を 思 う親 の 気 持 ち や 愛 情 な ど 、

親 か ら子 へ伝 え たい も の 。題 は 自 由　 字 数100

字 程 度(120 字以 内)

圃4 月20 日團 〔消 印 有 効 〕ま で に､ ハ ガ キ ま

た は 応 募 用 紙 に 、作 品･ 住 所･ 氏 名･ 年 齢･

性 別･ 電 話 番 号 を 記 入 し て 、 〒271-8799

松 戸 市 松 戸1743 の8 松 戸 郵 便 局 総 務 課 内

｢親 から 子 へ の 手 紙｣ 作 品 募 集 係(0362-2357}

へ

※市 内 の 郵 便 局 で も受 け付 け ま す。

喜
楽
家
バ

ザ
ー

催
し
物

会
員
募
集

小金・小金原・
馬橋支所版

4月８日（土）午後2時～4時会場アミュゼ柏

(柏 駅下 車 徒歩5 分)　 内 容 独 唱 ・ ピ ア ノ演

奏 ・ マ ン ドリ ン合 奏 など　 費 用3,500 円( 前

売 り3,000 円) ，中 学 生 以 下2,500 円( 前 売 り2,000

円)

※ 収 益 金 は 教 育 関 係 団 体 に 寄 付 し ま す。

固 子 ど もの 居 場 所 をつ く る チ ャ リテ ィ ーコ

ン サ ー ト 実 行委 員 会 ・ 能 重( の う じ ゅ う)

登0471-44-1425

日
舞
・
新
舞
講
習
会

３
月
1
6
日
水
・
2
0
日
㈲
午
後
２
時

～
４
時
会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
や
さ
し
い
日
舞
・
新
舞

費
用
一
回
五
百
円

圃

電
話
で
邦
舞
の
会
・
藤
間
　
3
4
2
・
2
1
7
1

へ

英
語
の
歌
と
お
話
で
遊
ぶ
集
い

４
月
４
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～
１
１

時
3
0
分
会
場
八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容
英

語
圏

の
わ
ら

べ
歌

で
遊

ん
だ

り
お

話
を
楽

し
む
　

対

象
幼
児

と
そ

の
保

護
者
　

定
員

先

着
十
五

組

費
用

一
組

五
百
円

匣
電
話
で
（
財
）
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
松

戸
地
域

研
究

会
事

務
局
　

０
１

２
０

・
8
0
8・
7
4
3
ヘ

毎
月
第
二
・
四
の
火
・
金
曜
日
、

午
前
1
0時
～
正
午

会
場
松
戸
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1・

小

金
原
一
丁
目
）
　
費
用
月
五
千
五

百
円
（
入
会
金
な
し
）

※
初
心
者
歓
迎

圖
浜
里

登
3
4
2
・
7
3
4
0

ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
赤
い
靴

（
社

交
ダ
ン
ス
）

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
ハ

ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　

初
心
者
・
初
級
者

費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
二
千
円
）

圖
河
合
　
0
9
0
・
１
２
５
６
・
８
９
６

根

木

内

太

極

拳

同

好

会

毎
週
日
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
小
金
原
体
育
館
　
費
用
月
三
千

円
（
人
会
金
な
し
）

※
初
心
者
、
高
齢
者
歓
迎

河
野
　
3
4
7
・
8
1
1
9
（
夜
間
の

み
）



松戸市のダイコン出荷量は県内第3位です。栽培状況を

説明する湯浅さん（右から2 人目）

中
国
南
部
の
雲
南
省
陸
良
県
の

農
業
交
流
視
察
団
が
２
月
1
8
日
、

紙
敷
の
湯
浅
寿
郎
さ
ん
の
ダ
イ
コ

ン
ハ
ウ
ス
栽
培
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
団

は
揚
万

林
県
長

ら
四

人

。

湯

浅

さ

ん
が
会

員
と

な

っ
て

い
る

松

戸
市

無

農
薬

栽

培
研

究
会

が
昨

年

度

、
農

林
水

産
省

主
催

の
「
日

本

農

業
大

賞

」
を

受

賞
し

た
こ

と

な

ど

か
ら

、
千

葉

県

の
推

薦
で

本
市

を
視

察
す

る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

雲

南
省

陸
良
県

の
ダ
イ
コ

ン
は
、

日

本

へ
切

り
干

し

ダ
イ

コ
ン

と
し

て
輸

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

非
常
時
に
備
え
て
発

電
機
を
点
検

同
町

会
で

は

会

の

一
体

感
を

強

め

る

た

め

、

三

ヵ
月

に
一

度

独

自

の
ク

リ
ー

ン

デ
ー
活
動

や

会

員

の
手

に
よ

る
ゴ

ミ
集
積

所

作

り

な
ど
も
行

っ
て

い
ま
す

。

八柱霊園でさくらまつり
中
国
か
ら
都
市
近
郊
農
業
を
学
び
に
来
日

4月8日（土）午前11時から午後2時まで、八柱霊園で第1回「霊園

さく ら まつ り 」を開 催 し ます。 老 人会 の踊 り や野 だて･ 模 擬 店 な

ど を用 意 し て皆 さ ん をお待 ちし てい ま す。

八柱霊園にはソメイヨシノなど約1,000本のサクラがあり、樹

木や野鳥を観察しながら静かな散策の場所として利用されてい

ます。また市の広域避難場所という役割もあります。今回の試み

は、節度を守りながら地域の町会に親しまれるようにと、地域の町会

・老 人 会､ 石 材 組 合な ど が実 行委 員 会 をつ く っ て開催 しま す。

固 八 柱 霊 園 管 理 事 務 所　387-2181

串
崎
新
田
・
松
飛
台
・
日
暮
に
ま

た
が
る
富
士
自
治
会
（
加
藤
喬
介
会

長
）
は
、
３
月
５
日
に
、
公
園
脇
の

Ｕ
字
溝
清
掃
の
後
、
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
災
害
時
の

非
常
用
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
、

井

戸
水
を
発
電
機
で
く
み
上
げ
る
も

の
で
、
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は

真
剣
な
表
情
で
臨
ん
で

い
ま
し

た
。

会
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持

ち
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

春

の

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

「
芽

吹
き

前

の

生

命
の

鼓

動

」

３
月
2
5日
出
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分

〔
雨
天
中

止
〕
　
会
場
2
1世

紀
の
森
と
広
場

内
容
早
春
の
公

園

で
近
づ
き
つ
つ
あ
る
春
を
感
じ
る
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
　
費
用
二
百
円

圃
電
話
で
ま
つ
ど
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
会
・
山
中

登
3
4
2
・
4
3
3
5
（
夜

間
の
み
）
　へ

指

編
み

講

習

会

４
月
1
3日
～
６
月
2
2日
の
第
二

・

四
木
曜
日

〔
全
六
回
〕
午
後
１
時
～

３
時

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福

祉
会
館
）
　
対
象
障
害
者
と
六
十
五

歳
以
上
の
人
　

定
員
先
着
三
十
人

費
用
材
料
費
実
費

圖
松
の
実
の
会
・
潮
田
登
囲
3
8
5
・
９
３
９
１

［
］
ネ

パ

ー

ル
の

シ

ン

ガ

ー
ソ

ン

グ
ラ

イ

タ

ー
・

ボ

ビ
ン

の

無

料

ラ

イ

ブ

３
月
1
9囗
㈲
午
後
２
時
3
0分
か
ら

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
リ
ハ
ー
サ
ル
室
１
　

内
容
フ
ォ
ー
ク
・
ロ
ッ
ク
・
ネ

パ
ー
ル
音
楽

固
玉
木

昔
3
3
0
・
7
7
7
5

【
】
山
野

草

造

型

展
示

会

４
月
1
5日
出
・
1
6日
㈲
午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
1
5
日
は
５
時
ま
で
）

会
場
五
香
公
会
堂
　
費
用
無
料

※
山
野
草

ポ
ッ
ト
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

剴
友
聖
山
草
会
登
3
8
8
・
１
８
７
８

児
童
館
ほ
し
い
人
　
み
ん
な

集
ま
れ
！

３
月
2
5日
出
午
後
２
時
～
５
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

こ
ん
な
児
童
館
が
ほ
し

い
と

い
う
話

し
合

い
　
費
用
三
百
円

固
松
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
問
題
研
究
会
・
浅

井
公
3
6
4
・
6
3
5
6

森 の ホ ール21 情 報 セ ン タ ービ デ オ編 集

講座

初級 ・中 級＝3 月24 日(金)・25 日出 ・26 日(

日) 時間午前の部＝ 午前10時～正午、午後

の部＝午後1時30 分～3時30 分　会場森の ホ

ール21 情報センタ ー　内容ホ ームビデ オを

編集 し、タイトルや音楽を入 れて オリ ジナ

ルビ デ オ作品 を作ろ う　定 員各回先 着6人

持ち物 自分で撮影したビデ オテ ープ と新 し

いビデ オテ ープ　費用無料

圃3 月15日休)午前10 時から、電話で森の ホ

ール21 情報センタ ーS384-5050 へ

森 の ホ ール21 森 の ス タジ オ体 験会 ～ 映

像 マ ジ ッ ク に 挑 戦

3月19日(日〉午後2時～4時　会場森の ホー

ル21 森のスタジ オ　内 容あの映画のあのシ

ーン、いっ たい どうやって作っ てい るのだ

ろ う。 そんな特撮 シーンを実際 に体験 しま

せんか。例 えば、超能力者の瞬間移動 や、

目 もくらむ高さにぶらさがり危機一髪 など

定員先着25 人　費 用無 料

※ご 家族 での参加 をお待 ちしています。

圃3月15日（水）午前9時から、電話で森のホ

ール21 情報センターS384-5050 へ

軽自動車などの廃車、名義変更、住所変更の手続きをお忘れなく

異動の手続きは3月31日（金）までに

● 廃車や 譲渡または盗 難などで現在 所有してい ない 場合、異 動

の手 続きが済 んで いない と、平 成12年度も税 金を納めてい た

だくこ とにな ります。

● 廃車、名義 変更、住所変 更の手続 きを忘れた ため「納税通知

書 が送付され た」「届 かなかっ た」 の例が多 くなってい ます。

● この ようなトラブ ルを防止する ためにも、で きるだけ本人 が

直接手 続きをす るようにして ください。

もし、 ほかの人に依 頼し た場合 には必ず確認 する ようにし て

ください。

昌 税 制課 議税 係S366 ―7321

※身近な情報をお寄せください。

今
年
三
十
回
目
を
迎
え
る
、
と

き
わ
平
桜
ま
つ
り
は
、
４
月
１
日
（
土
）

・
２
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
地
域
の
町
会
・
商
店
会

な
ど
が
実
行
委
員
会
を
作
っ
て
準

備
を
進

め
て

い
ま

す
。

「
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト
松

戸
第

一

団
」

で
は

、
鼓
笛

パ
レ

ー
ド

や
模

擬
店

を
行

い
ま
す

が
、

も
う
ひ

と

つ
裏

方
と
し

て

の
仕
事

が
あ
り

ま

す
。

そ

れ
は
常
盤
平

神
輿

会

（
し

ん
こ
う

か

い
）
と

分
担
し

て
、

桜

通
り

に
六
百

個

の
分

別

ご
み
箱

を

設
置

す

る
こ

と
で

、
環
境

美
化

に

協

力
し

て

い
ま
す

。

自
然
を
大
切
に
す
る
野
外
活
動

や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
日

本
中
ど
こ
の
地
域
で
も
紹
介
し
ま

す
。

固

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
松
戸
第
一
団
・

曽
根

田

登
3
8
8・
0
0
8
8

五香さくら通り商店会（66店）は、「消費者に受け入れられ

るオリジナルの商品開発が必要。自信のある逸品を売り出そう」

として、「一店逸品づくり運動」を3月20日（祝）から始めます。会

員34 店が参加し、「手作り豆腐」「さく ら通りに ちなん だ和菓子」

「どんな自転車 でも修 理し ます」 など各店鋪 が趣向 を凝 らした

逸品 を打 ち出します。

また4 月1 日出 正 午 から は、 プロ の ジ ャズ演 奏 家 を招い て

「五香 さくら通り音楽祭」 も開催 します。

固 五香さくら通り商店会・加藤S385-7281

常磐平発

桜
ま
つ
り
に
向
け
て

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
も
活
躍

市 立東 松 戸 病 院外 来 の休 診

休 診科 整形外科・眼科・耳鼻咽喉科　休

診日3 月17日㈲

圈 東松戸病院総務課医事係Q391-5500

愛の献血（松戸ライオンズクラブ）

3月23日附午前10時～午後4時 会場伊勢

丹松戸店前

圖健康課検診係S366-7487

松 戸 市 東 部 地 区 在宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

非 常 勤 職 員 を募 集

職種介護 支援専門 員　人数1 人

扈 特別養護老人ホ ーム｢南花園|J 25392-0881

※桜まつりは常盤平・ 八柱・六

実・八ヶ崎の市内4会場で行わ

れます。詳細は広報まつど3月

25日号でお知らせします。

桜の開花が待たれます

ミ ニ リ サ イ クル プ ラ ザ が閉 館 し ま す

馬橋のミニリ サイクルプラ ザは諸 事情に

より 、3月26 日旧)の無料 配布会を最後 に閉

館 することになりました。

品物をご提供 く ださいました皆さん、リ

サイクル品をご利用いただいた皆さん、ご

愛顧いただきありがとうござい ました。閉

館当日は､多数のご来館をお待 ちしています。

3月26 日日 午前9 時～午後2 時　抽選 会午

後2時20 分 から　品物引渡3 月26 日⑧ 午後3

時～4 時 と27 日(月)～4 月２日(日)午前9 時～ 午

後４時

回 ミニ リサ イクルプ ラザ ・松戸市 清掃 事

業協 同組合容368-5371

常 盤 平 老 人 福 祉 セ ン タ ー の ク ラ ブ 会 員 を 募 集 し ま す

対象60歳以上　費用無料

圃3 月15日(水)午前9時 から､電話 で常盤平老人福祉 センタ ー

S386-0201 へ

クラブ 名 活 動 曜 日 活 動 時 間 募集定員 問い合わせ先

英会話

華道

第1・2. ∠L火曜日

午前10時～正午

10人 林　Q388 一〇59ﾜ

第2・3 ぺ 火曜日

第卜3 ・5水曜日

5人 ， 白石公38ワー8225

手描友禅染色 5人 鈴木S363-8449
一一一一一一山戀S385-0638日本舞踊

毎 週 木 曜 日

－　 一 一一一一一一一一一

第2 ・4 水 曜 日

10 人

フラダン ス 5人 高橋昔38ワー04ﾜ3

話し方教室 第2・3・4水曜日　　 午後IE持～3 時 5人 杉山S388-60 副

民謡 第2・4 う 金曜日

毎週土曜日

午前10 時～正午 5人 田村Q385-4352 り

社交 ダンス 午後1時～3 時45分 10人 内圧]昔38ワー20ﾜ1

東部発

「霊園はもちろん神聖な場所ですが、緑の

多い憩いの場所でもあります」と実行委

員の稲葉さん（左）と荒居さん

清
掃
に
も
防
災
に
も

力
を
注
い
で
い
ま
す

常磐平発 昨
年
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
。
緊
張
の
面
持

ち
で

紙
敷
の
ダ
イ
コ
ン
栽
培
を
視
察

常盤平発 一店逸品で売り出そう

東部発

4月8日

常磐平・六実

・東部支所版

催
し
物



2000 年(平成12 年)3月15日

矢切発

紙芝居を使い女性少年補導員が子どもたちに

注意を呼び掛けました
小さ な春が見 つかるかもし れません

一日ごとに暖かくなってきまし

た。江戸川の土手には、ツクシが

顔を出し、タンポポが花を咲かせ

ています。

皆さんも 、ぜひ江戸川を歩き、

訪れた春を感じてみませんか。

※身近な情報をお寄せください。

和
名
ケ
谷
子
ど
も
会
育
成
会
は
、

２
月
６
日
、
松
戸
警
察
署
の
協
力
で

防
犯

紙
芝

居
を

開
催

。
多
く

の
人

に

子

ど
も

た
ち

の
顔
を

覚
え

て

も
ら

お

う

と
、
地
区

の
老
人

会
に

も
呼

び
掛

け

て
行

い
ま

し
た

。「
子

ど
も

は
、
地

域

の
宝

。
み

ん
な
で

守
り

、
育
て

て

い
き
た

い
」
と

川
上

治
美
会

長

。

子
ど
も
た
ち
は
「
遅
く
な
る
ま
で

遊
ば
な
い
。
知
ら
な
い
人
に
付
い
て

い
か
な
い
」
な
ど
自
分
の
身
を
守
る

基

本
を
楽

し
く

学

ん
で

い
ま
し

た
。

4月８日（土）午後1時集合〔小雨決行〕集合場所北総線矢切駅前

内容春を感じながらの約3時間の散歩　費用200円（資料代）

圃電話で、まつど景観ラボ・高橋容367-2857へ

み
ん
な
頑
張
り
ま
し
た

「
特
殊
学
級
学
芸
発
表
会
」

みんなの頑張り が伝わってき ました

大
き
く
は
ば
た
け

そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業

全校生徒が一つになって歌いました

第
三

十
回
松

戸
地
方

特
殊

学

級
合
同

学
芸

発
表
会

が
２

月
2
0
日

、
市
民

会
館
で

開
催

さ
れ
ま
し

た

。

松
戸

・
鎌

ケ
谷
市

の
特
殊

学
級
児
童

・
生

徒

は
、
練
習

を
重
ね

て
き
た

学
芸

の
成
果

を
一
生

懸
命

に
発
表

。
子

ど

も
た
ち

の
披

露
し

た
素
晴

ら

し

い
歌

や
劇

・

ダ
ン

ス
等

に
、

会
場

に
集
ま

っ
た

人
た
ち

か

ら
は
惜

し
み

な

い
拍
手

が
送

ら
れ

て

い
ま

し
た

。

３月７日、市立第一中学校で生徒会が主催する3年生を

送 る 会 が行 われ まし た。

先生や父兄が見守る中、生徒たちが学年別に行った合唱

や演劇。お世話になった先輩たちに感謝の気持ちを込

めて発表していました。全校生徒による「ふるさと」の合唱

で は 、そ れ ぞ れ に 思い が 込 み上 げ て い る よう でし た 。

１４日には市内の公立中学校21校で卒業式が行われ、生

徒4,295 人 が そ れぞ れ の道 に 向 か って 歩 き 始 め まし た 。

雨
に
も
負
け
ず
百
五
十
人
が
参
加

災
害
に
も
負
け
ま
せ
ん

サ
ン

ラ
イ
ト

パ
ス
ト

ラ
ル
弐

番
街

管
理

組
合

は
、
２
月
2
0
日

、

小
雨

の
降

る
な

か
防
災

訓
練

を

実

施
し
ま
し
た

。「
訓

練
を
重

ね

る
こ

と
で

、
い
ざ

と

い
う

と
き

に
互

い
に
助
け

合
う
こ

と

が
で

き
れ

ば
」
と

福
岡

直
樹
理

事
長

。

百
五
十
人
の
参
加
者
た
ち
は
、

担
架
に
よ
る
避
難
訓
練
、
炊
き

だ
し
訓
練
等
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で

い
ま
し
た

。

地域づくりフォーラムを開催

自
分
た
ち
で
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る

自
分
た
ち
の
「
ま
ち
」
の
あ
り
方
を

探
る
た

め
、

稔
台

駅
前
街

づ
く

り
研
究

会
は

、
ま
ち

づ
く
り

コ
ン

ク

ー
ル
や

シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催

し

、
多
く

の
人
と

意
見

交
換

を
行

っ
て

い
ま

す
。

今
回
は
生
活
の
舞
台
と
し
て
の
地
域

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を

開
催
し

ま
す

。

日
時
３
月
2
6
日
㈱
午
後
１
時
3
0
分
～

３
時
3
0
分
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

別
館
三
階
ホ
ー
ル
　
内
容
暮
ら
し
の
場

と
し
て
の
「
地
域
」
を
考
え
る
　
定
員

百
人
　
費
用
無
料

固

稔
台

駅
前
街

づ
く

り
研
究

会

・
大
井

昔
3
6
4
・
9
3
8
7

本庁発　サケの稚魚2万2千匹を放流

市内小・中学校の児童・生徒が、2月25日、江戸川

にサケの稚魚を放流しました。

この稚魚は、松戸中央ライオンズクラブが子どもた

ちに命の尊さを知ってもらおうと 、昨年11 月に福島県

からシロザケの受精卵を買い入れ各校に配布。児童・

生徒らがふ化させ、水槽で育ててきたものです。

子どもたちは「大きくなって帰ってきてね」と願い

を込めて稚魚を見送っていました。｢元気にね｣と声を掛けました

［
］
日
舞
・
新
舞
講
習
会

３
月
1
9日
㈲
・
2
1日
㈹
午
後
２
時

～
４
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー

内
容
や
さ
し
い
日
舞
・
新
舞

費
用
一
回
五
百
円

圃
電
話
で
邦
舞
の
会
・
藤
間
登
3
4
2

・
2
1
7
1

へ

［
］
英
語
の
歌
と
お
話
で
遊
ぶ
集

い
３
月
2
8
日
天
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
　
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
　
英
語
圏
の
わ
ら
べ
歌
で
遊

ん
だ
り
お
話
を
楽
し
む
　
対
象
幼
児

と
そ
の
保
護
者
　
定
員
先
着
十
五
組

費
用
一
組
五
百
円

圃
電
話
で
（
財
）
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
松
戸
地
域
研
究
会
事
務
局
　
０
１

２
０
・
8
0
8
・
7
4
3

へ

【
】
自
己
表
現
を
身
に
つ
け
る
話

し
方４

月
１
日
（
土
）
・
８
日
(
土
)
・
1
5
日
（
土

）
・
2
3
（
日
）
〔
全
四
回
〕
午
後
６
時
～
９

時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
受
け
身

的
で
な
い
生
き
方
に
役
立
つ
話
し
方

の
実
践
と
ア
ド
バ
イ
ス
　
定
員
二
十

五
人
　
費
用
二
千
円

固
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・
堀
口
容

０
４
７
１
・
8
4・
0
2
4
5（
夜
間

の
み
）

［
］
親
子
体
操
教
室

毎
週
①
木
曜
日
＝
４
月
1
3
日
～
８

月
３
日
（
５
月
４
日
床
、
７
月
（
祝
）

除
く
）
午
後
３
時
3
0
分
～
５
時

②
土
曜
日
＝
４
月
1
5
日
～
８
月
1
9
日

（
４
月
2
9日
㈲
、
５
月
６
日
出
、
６
月

３
日
（
土
）
・
1
0
日
（
土
）
を
除
く
）
午
前
９

時
3
0
分
～
１
１
時
〔
各
全
十
五
回
〕

会
場
　
運
動
公
園
小
体
育
室
　
対
象
①

四
・
五
歳
②
▽
二
・
三
歳
　
定
員
各
四

十
組
（
抽
選
）
　
費
用
一
回
二
百
六
円

圃
３
月
2
8
日
㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
親
子
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

教
室
番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
6
4
松
戸
市
上

本
郷
四
四
三
四
松
戸
運
動
公
園
内

ス
ポ
ー
ツ
課（
登
3
6
3

・
9
2
4
1）へ

［

］「

み

ん

な

と

も

だ

ち

」
外

国

人

の

子

ど

も

へ

の

支

援

を

考

え

る

３

月
1
8
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど

内

容

外

国

か

ら

や

っ
て

来

た

子

ど

も

た

ち

へ

、

ど

ん

な

支

援

が
で

き

る

か

（
現
状
報
告
と
課
題
）
　
費
用
無
料

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ッ

ク

ス

で

、

外

国

人

の
子

ど

も

の

た

め

の
勉

強

会

・

海

老

名

昔
　
3
4
5・
2
0
5
1

へ

「

」
軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

３
月
2
6
日
～
６
月
1
8
日
の
隔
週
日

曜

日

、
正

午

～

午

後

４

時

会

場

江

戸

川

河

川

敷

（
古

ケ

崎

）
　

内

容

マ

ラ

ソ

ン

・
縄

跳

び

・

ド

ッ

ジ

ボ

ー

ル

ほ

か
　

対
象
市
内
在
住
の
小
学
新
四

年
～
中
学
新
二
年
生
の
男
子
（
保
護
社
の
参
加
も
可
）

費
用
無
料

相
良
　
３
６
１
・
３
５
３
２

者
の
参
加
も
可
）
　
眥

拑
無
料

飃

相
良

登
囲
3
6
1
・
3
5
3
2

「

」
く

る
み

会
ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

（
社

交
ダ

ン

ス

）

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時
～
６
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
（
第
二
月

曜
日
は
明
市
民
セ
ン
タ
ー
）
　
費
用

月
四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

圖

吉
田

豊
3
4
4
・
7
8
4
6

【
】
リ

ボ
ン

ク
ラ

ブ

（
新

体

操
）

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時
～
６
時
3
0

分
　
会
場
青
少
年
会
館
　
対
象
小
学

生
の
女
子
　
費
用
月
千
五
百
円
（
人

会
金
二
千
円
）

※
４
月
に
無
料
体
験
入
学
を
実
施

固

穂
積
豊
3
4
6
・
9
1
8
6

［
］
舞
夢

新

松

戸
ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

（
社
交

ダ
ン

ス

）

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

圈

島
田

公
3
4
3
・
4
0
5
3

［
］
松

戸
は

だ

し
の

会

毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
1
0
時
～
午

後
１
時
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
内
容
文
章
を
持
ち
寄
り
意

見
を
述
べ
合
う
　
費
用
月
八
百
円
（
入

会
金
な
し
）

圖

松
岡
公
3
4
1
・
1
9
8
7

［

］
志

茂

田

景

樹

講

演

会

「

子

供

の

心

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

聞

こ

う

」

３
月
2
6
日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
子
供
を

持
つ
人
の
た
め
の
子
育
て
と
教
育
に

つ
い
て
　
費
用
二
百
円

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

圈

国

際

ソ

ロ

プ
チ

ミ

ス

ト

千

葉

ユ

ー

カ

リ

・
森

谷

登
3
6
2・
6
7
0
0

「

」
親

子

オ

イ

リ

ュ

ト

ミ

ー

体

験

講

座３
月
2
8
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会
場
松
戸
い
ず
み
幼
稚
園
　
（
上

本
郷
）
　
内
容
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

に
基
づ
く
動
き
の
の
芸
術
を
体
験
　
対

象
三
～
五
歳
児
と
そ
の
保
護
者
　
費

用

千

五

百

円

固
チ
ト
の
会
・
大
沼
　
3
4
7
・
７
０
０
５

「

」
松

戸

太

極

拳

同

好

会

毎
週
①
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

②
日

曜
日

午
後

６
時
～

８
時
　

会
場

①
運
動
公
園
武
道
館
②
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
二

千

円
）

目

高
科

公
3
6
8・
6
0
8
0

【

】
健

康

体

操

あ

す

美

会

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分
　
会
場
和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
　
内
容
ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム

体
操
　
対
象
五
十
歳
以
上
　
費
用
月

二

千
円

（
入
会

金
千

円
）

固

判

田

昔
3
6
7
・
9
1
5
5

【

】
稔

台

つ

ば

き

会

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週

土
曜
日

午
後

６
時
～

８
時
3
0

分
　

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対

象
初
級
者
・
中
級
者
　
費
用
月
三
千

円

（
入

会
金
千

円
）

固

鈴
木

容
０

４
７
１

・
7
3
・
０
４

３

［
］
ハ
ン
グ
ル
サ
ー
ク
ル
「
パ
ル
パ
ル

ク

ラ

ブ

」

隔

週
木
曜
日

午

後
１
時
3
0
分
～

３

時
3
0分

会
場
国
際
有
効
ル
ー
ム
（
文

化
ホ

ー
ル
内

）
　

講
師
千

葉
大
学

韓

国
人
留

学
生
　

費
用
月
二
千
円
（
入

学
金
千

円
）

固

永

井

登
3
6
5
・
0
1
7
8

本庁・新松戸・
矢切支所版

本庁

発
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
守
ろ
う

紙
芝
居
を
使
い
防
犯
教
育

江戸川で春を感じてみませんか

春の矢切散歩

江戸川ハイキング・野草をたずねて

４月９日（日）午前9時30分集合〔雨天中止〕集合場所江戸川土

手（松戸駅西口から中央通りを直進し、突き当たり）内容里

見公園（市川市）までの6.7kmを野草を摘みながら散策　定員

先着50 人　 持ち物弁当・水筒・摘み草用具など　 費用無料

圃電話で江戸川を守る会松戸支部事務局（川をきれいにする課

内）容366-1152 へ

新松戸発

防
災
訓
練
を
実
施

本庁発

本庁発

本庁発

催
し
物

会
員
募
集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


